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1.	 はじめに
著者は聖書における愛の主題に関心を持ち、旧
約・ユダヤ教における愛の主題や、パウロ書簡に
おける愛の教説や、ヨハネ福音書における愛の主
題に関して考察を行って来た 1。今回は公同書簡
に属するヤコブ書における愛の主題を採り上げ
て、一世紀末から二世紀初めのキリスト教が、初
期キリスト教の愛の教説をどのように継承し、展
開したのかについて考察してみたい。
ヤコブ書はレビ 19：18 の隣人愛の戒めを重視
し、「王の律法」と呼ぶ（ヤコ 2：8）。旧約聖書の
隣人愛の戒めを重視し、キリスト者の生き方の土
台とすることは、共観福音書伝承にも（マタ 22：
34-40； ルカ 10：25-28； マコ 12：28-34）、パウロ書
簡にも見られるが（ロマ 13：8-10； ガラ 5：14）、そ
の意味付けや強調点の置き方はそれぞれ異なって
いる。本研究では特にヤコブ書の愛についての理
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解の特色を、共観福音書伝承や、パウロ書簡や他
の公同書簡の愛についての議論と対比しながら明
らかにしたい。
2.	 ヤコブ書の神学：予備的考察
ヤコブ書は、初期キリスト教におけるユダヤ人
キリスト教の流れに位置付けられる。ヤコブ書の
神学は、新約聖書の中ではマタイによる福音書の
神学に近く、異邦人教会の立場を代表するパウロ
書簡の神学とは対照的な立場を示す 2。この書簡
の発信人は「神と主イエス・キリストの僕である
ヤコブ」（1：1）と記されている。これは原始教会
の中で指導的な地位にあった「主の兄弟ヤコブ」
のことであると推定される（ガラ 1：19）3。ヤコ
ブはイエスの実の兄弟の一人であるが（マコ 6：
3）、キリストの復活顕現の証人一人ともされてい
る（I コリ 15：7）。彼はペトロやヨハネと共にエ
ルサレム教会の柱と呼ばれ、最高指導者の一人に
数えられていた（ガラ 2：9）。異邦人信徒に対し
て律法の遵守を求めるべきかどうかについて開催
された使徒会議の際に、彼は会議の決定を左右す
る重要な演説を行った（使 15：13-21）。ヤコブは
ユダヤ人キリスト教の立場を代表する人物であ
り、ユダヤ人信徒はユダヤの律法を厳格に遵守す
べきであると主張していた（ガラ 2：12 を参照）4。
尚、ヤコブ書に初代教会のヤコブの著作性が擬さ
れているのは、初期ユダヤ教や原始教会に見られ
る、権威者から離散の民に宛てた回状の形式を整
えようとしたからであろう（II マカ 1：1-10a； 1：
10b-2：18； 使 15：23-29 を参照）5。エルサレム教会
の代表者である主の兄弟ヤコブは、「離散（ディ
アスポラ）の十二部族」へ書簡を送って、様々な
勧告をするに相応しい権威を持った人物と考えら
れていたからである 6。「離散（ディアスポラ）の
十二部族」とは、もともと離散のユダヤ人を指す
表現であるが、この文脈では比喩的な意味で用い
られ、異邦人たちの間に散らされて生活するキリ
スト教徒たちを指す 7。
具体的な行為を勧める勧告的要素が強いこの書
簡の執筆目的は、外的迫害とこの世（特に富）の
誘惑の中にある信徒たちに指針を示すと共に、パ
ウロ主義に反対して、信仰のみでなく行いも大切
であることを強調することである。ヤコブによれ
ば信仰と業は対立するのではなく、信仰は業を通
して表現される（2：18-19）。信仰と業は協同し、
業によって信仰は完成する（2：20-26）。信仰に加
えて行いの重要性を強調することは（1：22-27； 2：
8-13, 14-26； 4：11-12）、マタイによる福音書の思想
と並行している（マタ 5：17-20； 7：21-23, 24-27）。
この見解は律法と福音の関係を断絶としてではな
く連続としてみる、ユダヤ人キリスト教の立場を
代表している。善い行いを伴わない信仰とは真
のパウロ主義でなく、誤解されたパウロ主義で
ある 8。しかし、ヤコブ書は、このような誤解さ
れたパウロ主義だけでなく、「律法の業によらな
い信仰による義」（ロマ 3：21-31； ガラ 2：15-21）を
唱える真のパウロ主義にも反対している 9。「行い
によって義とされる」という主張は（ヤコ 2：21, 
24）、パウロ主義の根幹の否定であるからである。
マタイ福音書やヤコブ書の存在は、一世紀から二
世紀のキリスト教の中に、パウロのように信仰を
強調し、律法からの自由を主張するヘレニズム・
キリスト教の思想的潮流と、律法を遵守し、行い
を重視するユダヤ人キリスト教の潮流が併存し、
互いに競い合っていたことを示している。
アブラハム解釈においてヤコブ書が、イサクの
奉献の出来事の中に、試練にあっても神に忠実で
あったアブラハムの信実（創 22：1-9）を見て、そ
こから創世記 15 章 6 節を解釈するのは（ヤコ 2：
21-23）、初期ユダヤ教の解釈の伝統に従っている
（I マカ 2：52； シラ 44：19-23）10。ユダヤ教では、
神への信実（信仰）と行為は二者択一ではなく、
むしろ一体をなすと考えられていた。信実は具体
的な行為となって表れ、行為を通して行為者の信
実を知ることが出来る。しかし、創世記 15 章 6
節の箇所から行為義認の主張をする例は他の初期
ユダヤ教文献には見られない。創世記 15 章 6 節
に基づいてアブラハム伝承を解釈し、信仰義認を
主張するパウロ主義への対抗上、著者は極端な結
論を引き出すに至ったのであろう（ロマ 4：3, 9； 
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ガラ 3：6 を参照）。
ヤコブ書 1 章と３章には神より与えられる知恵
への言及があるし（ヤコ 1：5-8； 3：13-18）、倫理的
勧告に終始するヤコブ書の語り方は知恵文学的で
ある 11。旧約・ユダヤ教の知恵文学は、世界の起
源についての思弁（箴 8：22-31； 知 9：1-18； シラ 1：
1-10）、自然現象についての知見（ヨブ 38：1-39：
30； 知 7：17-22）、処世訓（箴言 13：21-26, 27-35； 4：
10-19； シラ 13：1-8； 20：18-20, 24-26 他多数）、倫
理的勧告（箴言 2：1-15； 3：1-12； シラ 3：1-16； 4：
1-10； 5：1-8 他多数）等様々な要素を包含している。
ヤコブ書が主張する知恵の言葉はこの中で倫理的
勧告の系譜に属する。捕囚期以降、知恵と律法と
が結び付き、律法を学ぶことを通して知恵を得る
ことが強調される（詩 119：65-72； シラ 序：1-4； 
1：26； 15：1； 24：23-34； 45：5）。しかし、ヤコブ書
には律法と知恵の関係についての認識論的考察は
なく、知恵が神から与えられるものであることと
（ヤコ 1：5； 3：15-17）、律法を行うことの強調が見
られるだけである（2：8-13）。
他方、ヤコブ書の著者のように、富者を批判
し、貧者を擁護することは（ヤコ 1：9-11； 2：1-13； 
5：1-6）、新約聖書の中では、ルカ福音書に並行す
る（ルカ 1：46-55； 6：20-26； 16：19-31）。このこと
は最初期の教会の信徒の多くは貧しかったが、そ
の後次第にある程度の富を持った会員層が生じて
きた歴史的状況を反映している 12。富者の貪欲を
批判し、貧者を擁護するよう勧めることは、旧約・
ユダヤ教の知恵文学の中にも見られるし（シラ
4：1-10； 7：32-36； 11：18-21； 13：1-8； 13：15-24； 14：
3-10 他）、旧約の預言者たちの社会批判の基調を
形成している（イザ 1：15-17； ホセ 12：8-9； アモ 3：
9-15； 4：1-3； 5：10-12； 8：4-7 他）。ヤコブ書の富者
批判の論調の厳しさは預言者的と言える。
3.	 ヤコブ書における愛の主題
3.1　語学的考察
ヤコブ書において、第四福音書 avgap- 語群の使
用頻度が比較的高い一方で、fil- 語群は名詞形が
一度しか使用されておらず（ヤコ 4：4）、ヤコブ
書の関心は友愛よりも兄弟愛や隣人愛の方にあ
ることを示している。ヤコブ書において名詞アガ
ペー（avga,ph）は一度も使用されていないが、名詞
フィリア（fili,a）は一度だけ使用されている（ヤ
コ 4：4）。また、動詞アガパオ （ーavgapa,w）が３回（ヤ
コ 1：12； 2：5, 8）使用されているのに対して、動詞
フィレオー（file,w）は全く使用されていない。兄
弟愛を表す名詞フィラデルフィア（filade,lfia「兄
弟愛」）は、全く使用されていない。形容詞アガペー
トス（avgaphto,j「愛すべき」「愛されている」）はヤ 
コブ書では３回使用されている（1：16, 19； 2：5）。
初代教会の習慣に従って、ヤコブ書は信徒をア
デルフォス（avdelfo,j「兄弟」）と呼ぶことが多く、
名詞アデルフォスは本文書に合計 19 回使用され
ている（1：2, 9, 16, 19； 2：1, 5, 14, 15； 3：1, 10, 12； 
4：11［3 回］； 5：7, 9, 10, 12, 19）。さらに、著者は
読者に時折、記述の節目においてアデルフォス・
ムー・アガペートイ（avdelfoi, mou avgaphtoi,「愛さ
れている私の兄弟たち」）と呼び掛け、注意を喚
起している（1：16, 19； 2：5）。
憐れみを示す evle- 語群について言えば、動詞
エレエオー（evlee,w「憐れむ」）は一度も使用され
ず、名詞エレオス（e;leoj「憐れみ」）は３回使用
されている（ヤコ 1：13［2 回］； 3：17）。これらの
語群（特に、その動詞形）は、共観福音書では主
としてキリストの憐れみの行為を表現しているの
に対して（マタ 9：27； 17：15； 20：30, 31； マコ 10：
47, 48； ルカ 16：24； 17：13； 18：38, 39 を参照）、ヤ
コブ書では人間に対する神の憐れみと、人間が持
つ他者への思いやりを指して使用されている。ヤ
コ 1：13 は、「人を憐れまない者に対しては、憐れ
みのない裁きがなされる。憐れみは裁きに打ち勝
つ」と述べている。尚、動詞スプランクニゾマイ
（splagcni,zomai「同情する」「深く憐れむ」）や名詞
スプランクノン（spla,gcnon「同情」「深い憐れみ」）
はヤコブ書に使用されていないが、同根の形容詞
スプランクノス（splagcno,j「憐れみ深い」）が形
容詞オイクティルモーン（oivkti,rmwn「情け深い」）
と共に神の形容として用いている例が見られる
（5：11）。
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3.2　愛の主題の展開
	 3.2.1　神の愛と神への愛
ヤコブ書において神の愛は、愛についての議論
の前提となっていると考えられる。例えば、著者
はしばしば読者に「愛されている私の兄弟たち」
と呼び掛けているが（1：16, 19； 2：5）、この場合、
信徒たちを愛する主体は、第一義的に神であり、
第二義的に著者を含む他の信徒たちであろう。ま
た、神は「憐れみ深く、情け深い」とされており
（5：11）、人間に対する神の深い愛を前提に、試練
の中でも神に信頼しつつ忍耐して待つことが勧め
られている。
初代教会において、信徒たちは神を愛する者
であるとされていた（マタ 22：34-40； ルカ 10：25-
28； マコ 12：28-34； ロマ 8：28； I コリ 2：9； 8：3 を
参照）。ヤコブ書によれば、神を愛する者に対し
ては、終末時に「命の冠」を得ることや、神の国
を嗣ぐ者となることが約束されている（ヤコ 1：
12； 2：5）。こうした発言の背後には、旧約・ユダ
ヤ教的思考が存在している。旧約聖書において、
イスラエルは奴隷の地であるエジプトから民を導
き出した主を愛し、その戒めを守ることが求めら
れているが（出 20：6； 申 5：10； 王上 3：3； 詩 31：
24； 116：1）、主を愛する者に対して、神は契約を
守って慈しみ与えることが約束されている（申 5：
10； 7：9； 19：9）13。
ヤコブ書の著者は冒頭で自ら「神とキリスト
の僕」と名乗り（1：1）、「私たちの栄光の主イエ
ス・キリスト」への信仰を持つことを表明してい
る（2：1）14。また、キリストの来臨についての言
及も存在する（ヤコ 5：7-11）。しかし、ヤコブ書
は愛の主題に関してキリストに言及することはな
く、キリスト論的基礎の上に愛の教説を展開する
視点が弱い。この点は、「イエス・キリストの僕
であり、福音のための聖別された使徒」と名乗る
ばかりでなく（ロマ 1：1）、罪人のために死んだ
キリストの死の中に神の愛とキリストの愛の決定
的啓示を見て、キリスト論的な基礎の上に愛の教
説を展開するパウロの立場や（ロマ 5：6-8； 8：34-
35, 39； ガラ 2：20 を参照）、「キリストもあなたが
たのために苦しみ」（2：21）、「私たちの罪を身に
負って木に架かったのは、私たちが罪に対して死
んで義に生きるためである」（2：24）と述べて、キ
リストの十字架上の死の中に罪人である人間への
愛の表出を見るIペトロ書の立場と対照的である。
キリスト論的要素を欠いたヤコブの愛の教説は、
旧約・ユダヤ教の倫理教説の延長線上に留まって
いると評価出来るであろう 15。
	 3.2.2　隣人愛
ヤコブ書はレビ 19：18 の隣人愛の戒めを重要な
戒めとして引用し、「王の律法」と呼ぶ（ヤコ 2：8）
16。パウロは隣人愛の戒めを律法の総括として引
用するが（ロマ 13：8-10； ガラ 5：14）、ヤコブは隣
人愛の戒めによって律法を総括するのではなく、
他の戒めと並ぶ主要な戒めの一つとして引用して
いる 17。隣人愛の戒めの同様な扱いは同時代のユ
ダヤ教文書の一部にも見られる（ヨベ 7：20； 20：
2； 36：4； ガド遺 4：2 を参照）18。ヤコブは隣人愛
の戒めに言及すると共に、「殺してはならない」（出
20：13）、或いは、「姦淫してはならない」（20：14）
といった十戒に含まれる戒めを、キリスト者がな
お守るべき行為規範として引用するのである（ヤ
コ 2：8-11 を参照）。尚、一部の研究者は、2：19a
で「神は唯一である」（申 6：4）という句が引用さ
れていることを根拠にして、ヤコブが神への愛を
命じる申 6：5 の戒めと隣人愛を命じるレビ 19：18
の戒めを結び付けて考えているとしている 19。ヤ
コブは「あなたがたは『神は唯一である』と信じ
ている」（ヤコ 2：19a）という発言の直後に、悪霊
ですらそう信じているという趣旨の皮肉な発言を
している（2：19b）。ここで、ヤコブは全身全霊
をもって神を愛することを勧める申 6：5 を引用し
ておらず、ヤコブが隣人愛の戒めとシェマーを結
び付けていると主張するのは無理な読み込みであ
る。
隣人愛の戒めは、ヤコブ書の他の箇所では「完
全な、自由の律法」とも呼ばれている（ヤコ 1：
25； 2：12）。信仰と行いの関係について、ヤコブ
とパウロは対照的な理解を示しているが、隣人愛
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と自由を重視することに関しては一致が見られる
（ガラ 5：13-14 を参照）。但し、パウロが律法の軛
から解放されることを自由の本質と考えていたの
対して（ガラ 2：4； 5：1 を参照）、ヤコブは律法が
人間を拘束し、隷属させるものとは考えず、むし
ろ、同時代のユダヤ教の理解と同様に（『ミシュ
ナ』「アボート」6.2； 『創世記ラッバー』53.7； フィ
ロン『言語の混乱』94-95； 『自由論』45 他）律法が
人間に自由をもたらすものと考えている 20。また、
隣人愛をどう実行するかということについて、両
者の向かう関心の方向は大きく異なる。
ヤコブ書は隣人愛の具体的実践として、やもめ
や孤児のような社会的に弱い立場にある者を助け
ることや（ヤコ 1：27）、困窮した人に対して憐れ
みの行為を行うことを考えている（2：1-12 を参
照）。特に、２章の文脈では、礼拝に訪れて来た
富裕で身なりの良い者と貧しい身なりの者を公平
に取り扱わないことが、隣人愛の戒めの侵害とな
り、ひいては、律法全体の違反となることが強調
している 21。ヤコブ書は申命記や預言書が強調し
ている社会的弱者保護の精神に立ちながら（申
10：18； 24：14-22； 26：12-13； イ ザ 1：17； エ レ 7：
5-6； エゼ 22：6-13； ホセ 6：6； 12：7； アモ 4：1-3； 5：
10-12 他を参照）、隣人愛の戒めを社会倫理的に解
釈し、日常生活の中に生かそうとしていると言え
る。旧約偽典の『十二族長の遺訓』「イッサカル」5：
2 は、「主と隣人を愛し、貧しい者や弱い者に同
情せよ」と述べ、神への愛と隣人への愛は社会的
弱者への同情という形で表現されることを強調し
ている（遺イッサカル 5：1-2； 7：6； 遺ゼブ 8：3 も
参照）22。ヤコブ書の隣人愛解釈はユダヤ教の律
法解釈の一つの流れを継承しながら、一世紀末か
ら二世紀初めのキリスト教徒が日常的に直面して
いた社会的現実に適用したものであろう。
他方、ヤコブはキリスト教共同体も隣人愛の実
践対象として考えている。ヤコブ書の著者は、兄
弟の悪口を言うことや裁くことを戒めているが、
そのことが隣人愛の戒めに背き、「隣人を裁く」
ことになると考えるからである（ヤコ 4：11-12）
23。「兄弟たち」（4：115：7, 9, 12 他）と呼ばれる共同
体の構成員たちは、互いに罪を告白し、互いのた
めに祈り合い、迷い出た者を真理へと引き戻すこ
とが求められている（5：16, 19-20）。
	 3.2.3　愛敵
隣人愛の戒めは民族共同体内部の倫理的規範で
あり、相互の連帯を前提にしているが、愛敵は共
同体外の敵対する者にまで愛の対象を広げること
によって相互性・互恵性の原則を超えている。敵
の不幸を喜ばずに窮状にある敵に親切にするよう
にという勧めは旧約聖書の中に見られるが（出
23：4-5； 箴 24：17； 25：21）、敵を積極的に愛する
ように勧める戒めは存在しない。応報の原理や相
互性の原理を越えた愛敵の教えは、イエス特有の
教えであり、他には見られない初期キリスト教の
エートスを形成していた（ルカ 6：27b-28； マタ 5：
44； ディダケー 1：3 を参照）。愛敵の教えをどの
ように継受していたかは、初期キリスト教でなさ
れた様々な倫理的勧告を評価するための重要な視
点を提供している。
愛敵の勧めはマルコ福音書には伝えられず、マ
タイ福音書とルカ福音書だけが伝えるイエスの語
録の一つであり（マタ 5：44； ルカ 6：27）、他に例
がない先鋭な教えであることから最終的には史的
イエスに遡ると推定される。ヤコブと同様にユダ
ヤ人キリスト教の立場を反映するマタイ福音書は
愛敵の教えを重視して、旧約聖書の隣人愛の戒
めを凌駕する反対命題として提示し（マタ 5：43-
44）、「律法学者やファリサイ派の義に優る義」（5：
20）の具体的例示としている。マタイによれば、
愛敵は「悪人の上にも、善人の上にも太陽を昇ら
せ、義人にも不義なる者にも雨を降らせる」創造
主なる天の父の寛容に倣い「神の子となる」こと
を意味する（5：45）。
パウロはロマ 12：15 において、「迫害する者を
祝福しなさい。祝福するのであって、呪ってはな
らない」と勧めている（12：15）。この文章の最初
の部分は、イエスの愛敵の教えを伝える共観福音
書伝承や（ルカ 6：27b-28「あなた方の敵を愛しな
さい。あなた方を憎む者達に良い仕打ちをしなさ
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い。あなた方を呪う者を祝福し、あなた方を憎む
者たちのために祈りなさい」。さらに、マタ 5：44
も参照）、使徒教父文書を思い起こさせる（ディ
ダケー 1：3「あなた方を呪う者達を祝福し、あな
た方の敵のために祈りなさい」を参照）。
ヤコブ書と共に公同書簡に属するIペトロ書も、
「最後に、皆が同じ思いで、同情し、兄弟を愛し、
憐れみ深く、へりくだり、悪に悪をもって、侮辱
に侮辱をもって報いず、かえって祝福しなさい。
あなたがたは祝福を継ぐために召されたのだか
ら」と述べ（3：8-9）、相互性の原理や応報原理を
越える姿勢を示している 24。特に、「悪に悪をもっ
て、侮辱に侮辱をもって報いず、かえって祝福し
なさい」という部分は、「迫害する者を祝福しな
さい。祝福するのであって、呪ってはならない」
と勧めるパウロの言葉に並行している（ロマ 12：
15 を参照）25。
これに対して、ヤコブ書にはイエスの愛敵の教
えの反響が全くない。先に、ヤコブ書にはキリス
ト論的基礎の上に愛の教説を展開する視点が弱い
ことを確認したが、イエス独自の教えであり、イ
エス自身が十字架に向かう歩みにおいて実践した
愛敵の勧めが見られないことも、イエスの生涯を
模範として捉え、イエスに倣おうとする視点が弱
いことの表れであろう。そのことは応報原理を越
えるイエスの愛の教えがヤコブ書において十分に
継受されず、ユダヤ教的倫理原則を十分に乗り越
えていないことを意味する。
4.	 結論と展望
ヤコブ書の著者とパウロは共に隣人愛の戒め
（レビ 19：18）を倫理教説の要として重視している
（ロマ 13：8-10； ガラ 5：14； ヤコ 2：8）。ヤコブ書
は隣人愛の戒めを社会倫理的に解釈し、隣人愛の
具体的実践として、社会的に弱い立場にある者を
助けることや（ヤコ 1：27）、困窮した人に対して
憐れみの行為を行うことを考えていた（2：1-12 を
参照）。これに対してパウロは教会指導者として、
レビ 19：18b の隣人愛の戒めも、信仰共同体であ
る教会に向けられていると理解した（ロマ 13：9； 
ガラ 5：14 を参照）。彼はキリスト教共同体に属す
る信徒間の愛（兄弟愛）を隣人愛の一つの発現形
態と考えて、信徒たちに相互に愛し合うことを強
く勧めた（ロマ 12：10； 13：8）。ヤコブとパウロの
隣人愛の教説は強調点の置き方はかなり異なって
いるが、相互に矛盾するものではない。
パウロはロマ 12：15 においてイエスの愛敵の教
えを継承し（マタ 5：44； ルカ 6：27b-28 を参照）、
「迫害する者を祝福しなさい」と勧めるが、ヤコ
ブ書にはイエスの愛敵の教えの反響が全くない。
応報原理を越えるイエスの特有の教えである愛敵
の教えの継承に関して、両者は対照的である。
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The Theme of Love in the Epistle of James
Takaaki Haraguchi
Both James and Paul have recognized the commandment of neighborly love (Lev 19:18) as a cornerstone 
of ethical life of Christians (see Romans 13:8-10; Galatians 5:14; James 2:8). The author of James interprets 
the love command from the socioethical perspective. He thus exhorts his readers to help those in need 
and show mercy toward the socially weak (James 1:27; 2:1-12).  Paul understands that the command of 
love of neighbor is crucially important for forming the Christian communities. As the brotherly love among 
Christians is thought to be a concrete expression of neighborly love, he urgently exhorts his readers to 
love one another (Romans 12:10; 13:8). The ethical teachings of James and Paul are not mutually exclusive, 
though they are putting stress on different aspects of neighborly love. 
On the other hand, Paul exhorts his readers to “bless those who persecute you” (Romans 12:15). Paul’s 
remark echoes the command of enemy love given by Jesus (Matthew 5:44; Luke 6:27b-28). Nevertheless, 
there is no reference to the theme of love of enemies in James. As far as this unique teaching of Jesus is 
concerned, Paul and James show the opposite attitudes.
Keywords: The Epistle of James, The Catholic Epistles, Love, Ethics, Jewish Christianity
